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　　Many　corrosion　casts　have　been　made　from　the　lung　of　normal　human　and　mammalian　subjects　and
applied　to　systematic，　and　also　surgical　anatomy．　Wax，　latex，　Woocl’s　metal，　celluloid　and　various
other　resins　have　been　used　as　injection　masse＄．　This　is　referred　to　as　Corrosions－Anatomy　and　its
importance　was　strongly　emphasized　by　Hyrtl，　J．　ln　his　monograph　“Corrosions－Anatomie　uncl　ihre
Ergebnisse”　published　in　！873　it　was　fully　illustrated　from　sketches　of　anac　tomical　corrosion　casts．
　　In　this　paper　a　reexamination　was　carried　out　b）’　making　anatomical　corrosion　casts　as　illustratecl，
especially　from　the　lung　of　the　dog．　The　injection　technique　was　almost　identical　with　that　of　Nakamu－
ra　and　Arai，　Here　the　injection　mass　was　a　styren－methylethylketone　solution　newly　adopted，　Terminal
portions　of　the　casts　can　be　obtained　within　IO　一一　20！t　in　diameter　as　illustrated　in　the　coユored　photograph
in　Fig．3．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の応用面で極めて効果のある方法であろう．特に保存に適
まえがき
　周知のように，管腔臓器の鋳型標本は，解剖学のみなら
ず軟部人類学の研究ならびに，教育においても重要であっ
て，先学による多くの労作がある．著者も各方面の指導協
力を得て，鋳型標本の作製を行なっており，今回は従来他
の器官に比べてやや記載例の少ない肺について，簡便な作
製方法の概要を記し，これまで犬の肺について試みた若干
例の写真を供覧して，諸賢の御叱正と御枇判とを仰ぐこと
とした，かような簡便な方法によってヒトについても多く
の鋳型標本を作製し，気管や脈管などの立体的な意味での
解剖学を教育ならびに研究の一方法として，充分に活用し
て行きたいと念願している．
鋳型標本の意義とその沿革
　鋳型標本は，気管や脈管にワックス，ラテックス，セル
ロイド，合金または各種合成樹脂などを注入，固化して作
るもので，固化したのち軟部を腐蝕して取り除いて作るか
ら，腐蝕解剖学Corrosions－Anatomieともよばれている。
これを平面的な図や写真などと併用すれば，理解に困難な
立体的位：置関係の把握が容易であり，解剖学，軟部人類学
の研究ならびに教育，就中解剖学実習や局所解剖学などへ
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しているので，標木として活用すれば，現在全国的に聞題
となっている解剖用遺体の不足を補うための一助ともなり
得るものと考える．
　鋳型標本の重要性やその沿革については，既に1967年
吉川1）による特に脾臓を中心にした詳細なものがあり，
1970年Tompsett2）は各種臓器について記している．ここ
でさらに肺について考察してみると，1873年Hyrt13）は
Die　Corrosions－Anatomie　und　ihre　Ergebnisseを著わ
し，肺のみならずほぼ全器官に亘ってその作製法と多数の
標本を掲載して詳細に解説している●
　その後も鋳型標本による腐蝕解剖学の研究は続けられ，
Narat4）など多くの研究老を経て，外科学の立場から1943
年Jackson　and　Huber5），1954年Boyden6）などによっ
て肺の区域名が設定されたことは広く知られている．
　我が国においても，1933年足立7＞はDas　Venensystem
der　Japanerにおいて軟部人類学を提唱し，セルロイド・
アセトン法による肺の鋳型標本を用いた成果を発表した．
続い 1936年中村と新井8），1939年中村9）がセルロイド・
アセトン法を具体的に解説し，多数の標本をもとに成果を
発表し，肺臓内の気管支およびJflL管の分岐状態の研究の重、
要性を力説して以来，肺のみならず冠状動静脈，腹部の各・
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Bronchial　tree　is　shown　in　yellow，　pulmo－
nary　artery　red，　pulmQnary　vein　blue．
　Fig．　1　Dorsal　view　of　a　corrosion　cast
　　　　　　　　made　from　the　lung　of　the　adult
　　　　　　　　dog．
　Fig．　2　Anterior　view　of　the　same　as
　　　　　　　　Fig．　1．
　Fig．　3　Anterior　view　of　a　corrosion　cast
　　　　　　　　　made　from　the　lung　of　the　adult
　　　　　　　　　dog．
　　　　　　　　　Terminal　portions　of　pulmonary
　　　　　　　　　artery　are皿easured　within　10～
　　　　　　　　　20　tt　in　diameter．
　　　　　　　　　　　‘
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臓器ならびに脳の［llL管Slどについて多数の石弓が発表され
ている．1950年目ID）も鋳lil↓憧本を作1製し，1呂床家の．、1’1場
から気倍支分岐命名の試孜を行なったことは，特に注Hl二
値す」．
　v＝）L・『ご1950ぐト」こ＝1H．11），1951　卜’fi　l　1ら12｝，1952　F．’jsili∫ら13）．
1951年｝lf木らM），山下15〕などがいつれも注入・材料と．して
セルロイドを合成樹脂に代．えることを提1唱したが，．前記中
村ならOに新」“15・17）およびその門下による，ヒトおよび亀
手1「〔動物の肺を．対’象にした1多数の窯1♂8～41）が注目さオ．．しる．
　十1いにして，嵜持は昭不1．西日医学鄙解剖学教室に在職中，
前記故中村為男教授に直接指黒を受けて以来，九州大学医
学∴i，解剤学わ1・i」！文教授，本学解，’ilJ学渡辺左武郎・三橘公
ll山∫耳払～の才旨5津，　・」≧峻…のもとくこ，　ノこのHiii，　ヒトのjH二及び甲イ
などに．ついて吉トの．i二夫を試．U，現在継続中てある．
鋳型標本作製にあたっての問題点
　注人．材料は堰近で1よメタクリル系などの合成樹脂が用い
られ．ており，これらについては前記長川，小河ら，青木ら
などは洋細に述べているが，．いずれにしても，セルロイ
ド・アセトン法に代る図れたものとして推奨している．し
かし，筆者が試人ている，スチロール・メチルエチルケト
ン法もセルロイド・アセトンで去と同様に溶媒の薫テ蓋によっ
て1・【il化する方法であるが，直径10～20！tの／（さの毛細管部
まで注人成塑が’lrf能であって，　Fig．1，213のよう；こ必要に
応じ．て任意σ）太さにとどめることも可能である．この方法
は，メタクリル樹II旨たどの場合とは異なり貢合する必要も
なく，室温で菅腔1こ一丁の圧力を保ったままで充分固化す
るから，むしろ眞合時に発する熱による変形は少ないと考
えられる．また注入液の取扱いも簡単である．これまでな
された敬多くの秀れた先人の業績を比較検討した結耳乏によ
れば1，鋳型標本の成否および出来一ヒりのよしあしは，注フ＼
材料の選択よりもむし7）熟練を要する注入技術にあること
が多いと考え．られる．注入器はネジのついた真鍮製のもの
が最適で，市販されたも．のもあるが，注入する器官のノくき
さi’cどに合わせて牡別に注文したものがよい．
　これを用いて，旧人液の粘度などをttえて反復練習を行
なう二とが最も肝要’擬ことと思われる．
　注人材料のス．チロール樹II旨は　ペレット状のものが合成
樹脂を扱っている商社で習知に比較ll勺廉価で入手できる．
まずあらかじめ，標木ビン9ど．の毒付きガラス容器にスチ
レンペレットを入れ，メチルエチルケトンを混合しておけ
ば，1口位で充分溶解．Uニゴーr〔一皮L’もった浴液となる．
　注ノ＼液の着色IIIV）色｝ではしちうんメチルエチルケトンi：
洋回するものでな；一】’ればならない．また塩酸を用いて軟部
を腐蝕した後水洗するので，出門’れば水｛1募而てない色弐メ
望ましい．前記青木らが詳述しているようvこ油舷具を川㌧．・
るのも一一つの方法であろう．
　さて，肺の鋳甲！標本作製iこあたっては，前記1国尽・新．．1ト
による万法にのっとって行なうが，胸1一［二内に堀i，心臓乞つ
げたまま．，かつ左右の肋軟骨を逓i当な位遣で切って胸郭前
面を同いて行なうこと．が，自然の形態を保った11iiiの鋳型標
本を作るために凹目である，また：，肺動静脈に注入する場合
は，：右心室および’．左心房を適当な位［凸1：で切開．してカニュー
レを三人結紮して行なう．
　なお，気管：支動静脈のうち前記Hyrtl，小河ら，1奪木ら
などは気管支動脈につして，さらに前記山下は．式』；支静脈
をも含めて，ヒ．トを対象にしてかなり詳細にll一己載しており
労作であるが，なB．充分とはいい難く，さらに干火討の必要
があると考える．
　注入にあたっては，あら．かじめゴム∫邑および適［【な．太さ
のカニューレ／金属製または篠竹などを用いてもよい）を
管墜の直径に応じて何種類も用意しておぎ，希’回する末端
の直径♂もつ鋳型標本を得るように注人液の粘度を調節し．
ておくなどの準備が必要．である．
む　す　び
　広い応用範囲をもつ，涛型板本日願虫解刮学、の意義と
歴史ならびに作製上の川州1！、倦肺について記し，併せてこ
れまて試みたイ∵干例について写頁を．供覧した．
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭fll　49．2．26　X伺．）
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